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農業大県いばらきの強化
～次なる農業形態を求めて 植物工場編～

⾏政課題研究講座（第3班）
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資料：茨城県の農林水産業の概要（H25.7）
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茨城県は，他県に比べ･･･
→ 農業従事者が多い
→ 農地が広い
→ 農業で稼いでいる
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そもそも，なぜ「農業大県」なのか？

第１位 第２位 第３位

茨 城 県 北 海 道 福 島 県

北 海 道 茨 城 県 新 潟 県

北 海 道 茨 城 県 千 葉 県

全国 の順位
区分

生 産農業所 得

農 業就業人 口

耕 地面積

3

⇒

資料：茨城県の農林水産業の概要（H25.7）

年々減少し，高齢化も進行
耕作放棄地は，15年で２倍超
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農業従事者が多い
農地が広い
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「農業大県いばらき」は磐石なのか？
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資料：農林水産省「生産農業所得統計」

減少傾向
平成23年は昭和48年以降最低に
減少傾向
平成23年は昭和48年以降最低に

農業で稼いでいる農業で稼いでいる

「農業大県いばらき」は磐石なのか？
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プラス要因 マイナス要因

供給側
担い手の減少
TPPの参加

需要側 国産志向の上昇 風評被害

「農業大県」の確立に向けた課題
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TPP加入による県内農産物の
生産額減少の見込み一例

米・・・469億円（49％）減

肉（牛，豚，鶏） ・・・416億円（70％）減

乳製品・・・151億円（100％）減

全体で1,113億円減少



7

「農業大県」を確立するためには

「ＮＯ農業産出額低下＆儲かる農業」

①就農者支援 様々な施策あり
②大規模農業化 政府の方針
③植物工場などの新たな植物工場などの新たな産業産業
④品種改良 従前の方法

etc・・・
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植物工場に着目

①科学技術の活用
茨城にはつくばあり

②東京近郊
大消費地の大生産地

③葉物野菜（園芸作物）の生産が盛ん

④植物工場を積極的に推進する自治体
が少ない。

独自性のアピール
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植物工場ってなに？

写真の出典：ＪＦＥライフ株式会社 パンフレットよりＳ
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現地視察（１／２）

写真の出典：ＪＦＥライフ株式会社 パンフレットよりＳ
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こんな流れで私たち
の食卓に並びます。

現地視察（２／２）

写真の出典：ＪＦＥライフ株式会社 パンフレットよりＳ
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工場に行く前に考えたこと（仮説）

プラス マイナス

○安定供給 ○設備整備コストの増

・価格 ○維持管理コストの増

・量 ○販売価格が高め

・品質

○無農薬

○大消費地に近い ○ＴＰＰ

○原発問題の影響薄

○天候に左右されない

内
部
要

因

外
部
要

因

Ｓ W

Ｏ Ｔ

メリット
デメリット

植物工場ってどうなの？

○比較的土地を選ばない

○地域の主婦が働きやすい

○作れる作物が限られる

○固定資産税が高い

○工場野菜に対するイメージ

○病害虫の影響を受けにくい

○台風に弱い

工場に行って分かったこと
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設置推進のステップ

導入期

研究開発・技術向上期

普及促進期

展開期

コスト負担大

作物限定的

イメージ薄
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導入期

研究開発・技術向上期

普及促進期

展開期

コスト負担大

作物限定的

イメージ薄

設置推進のために

維持コストを
補助

つくば市の研究
機関と連携

認証制度を
創設
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○法人等の農業参入が容易に

○生産量を確保⇒儲かる農業の実現へ

○技術先導型の農業⇒いばらき農業のＰＲ

まとめ

植物工場の設置推進による効果

いばらき農業の競争力ＵＰ！


